
令和３年度 都島区運営方針 (様式2)重点的に取り組む主な経営課題

経営課題３ 明日に誇れるまちづくり

魅力あるまちづくり

めざすべき将来像
最終的なめざす状態＜概ね10～20年間を念頭に設定＞

まちの魅力が高まり、区民が誇りを持ち、住み続けたいと思うとと
もに、多くの人々が訪れたい、住みたいと思う状態

現状 ＜課題設定の根拠となる現状・データ＞

水辺を活かした新たな名所「大阪ふれあいの水辺」の利用者数など

要因分析＜めざすべき将来像と現状に差が生じる要因の分析結果＞

Å三方を川に囲まれた都島区の恵まれた自然環境、立地条件、歴史
文化などの資源が、地域の魅力向上や活性化に十分に活かしきれ
ておらず、新たな地域資源の発掘も不十分である。また、区外、
区内への情報発信が不足している。

課題＜上記要因を解消するために必要なこと＞

Å区民が区の魅力を感じるような新たな魅力創出が必要である。
Å恵まれた地域資源を生かし、区内外から興味をもってもらえるよ
うな情報発信が必要である。

未来の都島を担う人材育成

めざすべき将来像
最終的なめざす状態＜概ね10～20年間を念頭に設定＞

経済状況や家庭環境に左右されることなく、すべての子どもの可能
性が最大限活かされる状態

現状 ＜課題設定の根拠となる現状・データ＞

要因分析＜めざすべき将来像と現状に差が生じる要因の分析結果＞

Å子どもを支える人や場が不足しており、学びや遊びを通じた子ど
もの成長の機会を保障する支援が必要。

課題＜上記要因を解消するために必要なこと＞

Å学校や家庭だけでなく、地域で子どもを支える場づくりなど、子
どもが明るく健やかに成長できるよう、環境を整備する必要があ
る。

Å経済的な理由等で学習面での機会が少ない子どもに対する直接的
な支援が必要である。

戦略の進捗状況を踏まえた経営課題全体としての評価結果の総括

（魅力あるまちづくり）
水辺のにぎわいづくりについては、コロナ禍により、4月～6月の一部期間において桜ノ宮ビーチが閉鎖されていたが、3月には、「ファミ

リーサッカー教室in桜ノ宮ビーチ」を約5年ぶりに開催することができた。
区の魅力発信については、今年度から、地域と連携し区内に菜の花プランターを設置する取組を行った。また、菜の花プロジェクトや壁

面アート等を実施した様子を動画や広報誌に掲載するなど、広く発信を行った結果、区YouTubeチャンネルの再生回数は前年度を上回った。
（未来の都島を担う人材育成）
学力・体力向上にかかる授業への支援に加え、学習習慣定着や不安解消のための居場所づくりに取り組んだ結果、学校や参加者アンケー

トにおいて高い評価がなされ、いずれの取組も目標値を達成することができた。
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ふだん(月曜日～金曜日)の放課後、ひとりでいる

小中学生へのアンケート
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区への愛着を感じる区民の割合β
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都島区

いやなことや悩んでいることがあるとき、

だれにも相談できない

感じるβ

※元年度区民アンケートにおいて「感じる」「どちらかといえば感じる」と回答した区民の割合



令和３年度 都島区運営方針 (様式2)めざす成果及び戦略

3-1 魅力あるまちづくり

具体的取組3-1-1 水辺のにぎわいづくり

計画(取組内容) 中間振り返り 年度末(取組実績)

①４年度の桜ノ宮ビーチでのス
ポーツイベントに向けた関係機
関との協議 通年

②インターネット等を利用したPR
活動

③大阪府などと連携した民間団体
によるイベントの側面支援 通
年

【改定履歴あり】

①②③通年

プロセス(過程)指標
＜取組によりめざす指標＞

中間振り返り 達成状況

区民アンケートにおいて、「桜ノ
宮ビーチ」に行ったことがあると
回答した区民の割合 35%以上
【撤退・再構築基準】15%未満

具体的取組3-1-2 区の魅力発信

計画(取組内容) 中間振り返り 年度末(取組実績)

①区の歴史・文化などの魅力発信
（動画の作成及び配信、SNSに
よる情報発信、リーフレット等
の配布など）通年

②区の魅力創出の取組（緑道への
菜の花プランター設置、壁面
アートなど） 通年

①通年
②菜の花プラ
ンター設置9
～3月、壁面
アート9月

プロセス(過程)指標
＜取組によりめざす指標＞

中間振り返り 達成状況

区YouTubeチャンネル上の区の魅
力発信動画の年間再生回数の前年
度比5％増

【撤退・再構築基準】前年度の70%未
満

前年度までの実績

2年度実績
ÅYouTube動画発信(都島区魅力発信動画など)
Å区役所デジタルサイネージにおいて動画コンテンツ放映

前年度までの実績

2年度実績
Å新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から中止
（参考）元年度実績
Åビーチフェスティバルの協力 5月
Åビーチバレー大会の共催 9月

戦略に対する取組の有効性 課題と改善策

中
間

未測定

コロナ禍により、スポーツイベン
ト等の開催が中止となった。今後
は、4年度に向けた調整や水辺のPR
活動に取り組む。

年
度
末

有効 ー

戦略に対する取組の有効性 課題と改善策

中
間

有効 ー

年
度
末

有効 ー

元決算額 10千円 2予算額 63千円 3予算額 38千円

取り組むこと

桜ノ宮ビーチでのスポーツイベント等を共催するほか、イベントの
側面支援を通じ、民間活力による水辺のにぎわいづくりなどを進め、
魅力向上につなげる。

元決算額 121千円 2予算額 199千円 3予算額 598千円

取り組むこと

区の歴史、文化や景観などの魅力について、デジタル、アナログ両
方を織り交ぜた効果的な情報発信を行うとともに、新たな区の魅力
を創出する。
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戦略＜中期的な取組の方向性＞
戦略の

進捗状況

Å関係機関と連携・協働したイベントや情報発信による機運
づくりにより、水辺のまちづくり、地域の活性化を進める。
また、区の歴史文化資源の発信を行うとともに、区民が関
心を持てる魅力創出事業を展開する。

順調

めざす状態
＜概ね３～５年間を念頭に設定＞

Å毛馬桜之宮公園を中
心とした水辺、まち
のにぎわいづくりの
活動が民間主体によ
り継続的に実施され
ている状態
Å区民が区の歴史文化
や景観等を美しく魅
力ある資源と認識し、
区に愛着を持ってい
る状態

アウトカム(成果)指標＜めざす状態を数値化した指標＞ 前年度 今年度
個別
評価

全体
評価

「大阪ふれあいの水辺」の利用者数
5年度までに31,000人以上

30,8
65人

26,08
5人

順調
でな
い

順調
区民アンケートにおいて、区への愛着を感じる
と回答した区民の割合 5年度まで90％以上を
維持

91% 91％ 順調

戦略のアウト
カムに対する

有効性
課題

有効であり、
継続して推
進

コロナ禍により、4/25から6/20
までの期間は「大阪ふれあいの
水辺」（桜ノ宮ビーチ）を閉鎖
していたため、年間利用者数が
前年度より減少した。

今後の対応方向

ー

（当初計画）
取組は予定
どおり進捗
していない

取組は予定
どおり進捗

目標達成見込未測定 目標達成
（170%増）

（改定計画）
取組は予定
どおり実施

目標達成
（35%）

取組は予定
どおり実施



令和３年度 都島区運営方針 (様式2)めざす成果及び戦略

3-2 未来の都島を担う人材育成

具体的取組3-2-1 教育力向上支援

計画(取組内容) 中間振り返り 年度末(取組実績)

①教育力向上支援事業
Å各小学校が行う教育力向上に
かかる取組の支援（通年）

②小学生運動能力向上支援事業
Åトップアスリートやスポーツ
トレーナーによる実技指導
（通年）

③中学生課外授業
Å民間事業者による課外授業
（通年）

①②③通年

プロセス(過程)指標
＜取組によりめざす指標＞

中間振り返り 達成状況

学力・体力向上支援で効果があっ
たと回答する学校の割合 70％以上

【撤退・再構築基準】50％未満

具体的取組3-2-2 子どもを支える環境の充実

計画(取組内容) 中間振り返り 年度末(取組実績)

小学生サポート事業
Å学習支援を含む居場所を区内9
か所に開設（通年）

通年

プロセス(過程)指標
＜取組によりめざす指標＞

中間振り返り 達成状況

学校の授業がよくわかると回答す
る参加児童の割合 60%以上

【撤退・再構築基準】40％未満

前年度までの実績

2年度実績
Å2小学校において、3～6年生に算数、国語の補習を放課後に実施
参加登録した児童数 124名

前年度までの実績

2年度実績
Å教育力向上支援事業：－（3年度新規）
Å小学生運動能力向上支援事業：
スポーツトレーナー9校・34回
Å中学生課外授業：参加登録した生徒数 48名

戦略に対する取組の有効性 課題と改善策

中
間

有効 ー

年
度
末

有効 ー

戦略に対する取組の有効性 課題と改善策

中
間

有効

コロナ禍により、施設が利用でき
なかったため休止しているが、今
後は他施設利用の検討などを含め、
実施に向けて調整を行う。

年
度
末

有効 ー

元決算額 3,354千円 2予算額 4,953千円 3予算額 3,877千円

取り組むこと

学校内外で子どもが学習や運動に積極的に取り組めるよう、授業へ
の支援や学校外での学習の機会・場の創出を推進する。

元決算額 7,176千円 2予算額 7,331千円 3予算額 7,324千円

取り組むこと

経済面や家庭環境に課題を抱える小学生をサポートするため、学習
支援・悩み相談を行う居場所を区内9地域に開設する。
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戦略＜中期的な取組の方向性＞
戦略の

進捗状況

Å学校内外で、子どもを支える環境の充実に向けて取り組む。

順調

アウトカム(成果)指標＜めざす状態を数値化した指標＞ 前年度 今年度
個別
評価

全体
評価

「将来の夢や目標を持っている」と回答する児
童・生徒の割合 5年度までに78％以上

ー 74.7
％

順調 順調

戦略のアウト
カムに対する

有効性
課題

有効であり、
継続して推
進

ー

今後の対応方向

ー

めざす状態
＜概ね３～５年間を念頭に設定＞

Å子どもが、明るく健
やかに成長していく
状態

取組は予定
どおり進捗

目標達成見込 目標達成見込

取組は予定
どおり進捗

取組は予定
どおり実施

取組は予定
どおり実施

目標達成
（94%）

目標達成
（89.7%）



令和３年度 都島区運営方針 (様式2)重点的に取り組む主な経営課題

経営課題４ 区役所力の強化

区民の声が区政に反映される
仕組みづくり

めざすべき将来像
最終的なめざす状態＜概ね10～20年間を念頭に設定＞

Å多様な区民の意見やニーズを適切にとらえ、それらを踏まえた説
明責任が果たされるよう区政に関する情報が区民全体に着実に届
けられるとともに、施策や事務事業の企画･計画の段階から評価の
段階に至る全てのプロセスにおいて区民の参画を得ながら、区の
特性や地域実情に即した区政が運営される区民主体の自治が実現
している状態
Å区役所が、区民に身近な総合行政の拠点として、信頼されている
状態

現状 ＜課題設定の根拠となる現状・データ＞

要因分析＜めざすべき将来像と現状に差が生じる要因の分析結果＞

Åインターネットやご意見箱等、様々な方法で区民の声を受け付けて
いるが、行政へのアプローチに至らない、表面化しにくい意見を把
握できていない可能性がある。
Å区政情報取得の手段として「広報誌」の定着はみられるが、対象
や発信する内容をよく考え、ホームページやSNSの利用を高める
必要がある。

課題＜上記要因を解消するために必要なこと＞

Å区民の意見やニーズの的確な把握と、それを区政に活かすための
仕組みが必要である。
Å行政や地域活動の情報を、読み手視点でわかりやすく、かつ対象
に応じた提供が必要である。

区民が満足・納得できる
区役所運営

めざすべき将来像
最終的なめざす状態＜概ね10～20年間を念頭に設定＞

区役所が、区民をはじめ来庁者にとって快適で満足できる場所とな
るとともに、区役所業務の運営について、区民の視点から見て納得
していただける状態

現状 ＜課題設定の根拠となる現状・データ＞

要因分析＜めざすべき将来像と現状に差が生じる要因の分析結果＞

Å継続的に研修を実施した結果、サービスレベルの向上につながり、
☆2つ(民間の窓口サービスの平均的なレベルを上回るレベル)評価
点平均3.5点を獲得したものの、評価点が3.5点を下回る窓口があ
る。
Å庁舎の狭隘や設備の老朽化があり、施設環境でのサービス向上余
地は少ない。

課題＜上記要因を解消するために必要なこと＞

Å窓口サービスの民間事業者の調査結果などを最大限活用した研修
により、引き続き、職員の接遇スキル向上に取り組む必要がある。
Å施設環境の抜本的な改善が困難なことから、ソフト面を中心に来
庁者の満足度向上を図る必要がある。

戦略の進捗状況を踏まえた経営課題全体としての評価結果の総括

（区民の声が区政に反映される仕組みづくり）
区政会議では、委員の任期満了により10月に委員改選を行い、区民アンケートや区出前講座などを通じて、多様な区民意見やニーズの把

握に取り組んだ。また、SNS等を利用し、即時性を生かした情報発信に取り組んだことにより、区民アンケートにおいて、「区役所からの情
報（イベントやお知らせなど）を入手できていると感じる」と回答した区民の割合は前年度より増加し、目標達成に至った。区政情報の発
信ツールである「広報誌」では、令和4年度にリニューアルを行う予定であり、引き続き、区政情報の発信に取り組む。
（区民が満足・納得できる区役所運営）
接遇スキル向上の取組については、外部講師による接遇研修が、昨年度に引き続きコロナ禍により実施できず、当区への転入者や新規採

用者を対象にした接遇マニュアル等による自己研修の実施にとどまった。
また、令和３年度「来庁者等に対する窓口サービスの格付」は、令和2年度の☆2つから☆1つへと格付けが下がる結果となった。
令和４年度では、新たな接遇改善検討チームを立ち上げるなど、区役所を挙げて接遇能力の改善・向上に取り組む。
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来庁者等に対する
サービスの格付け結果

H26 ★☆☆ 3.1

H27 ★☆☆ 3.4

H28 ★☆☆ 3.2

H29 ★☆☆ 3.2

H30 ★★☆ 3.5

R1 ★★☆ 3.5

★3つ 全国に誇れる極めて高度なレベル(4.5～5.0)
★2つ 民間の窓口サービスの平均的なレベル

を上回るレベル (3.5～4.4)
★1つ 民間の窓口サービスの平均的なレベル

(3.0～3.4)

区役所が、様々な機会を通じて区民の
意見やニーズを把握していると感じる

区民の割合β

(元年度区民アンケート)

区役所からの情報を何から
入手されていますか

（各区役所の来庁者等に対する窓口サービスについて民間の事業者による覆面調査）
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100

H29 H30 R1

広報誌

ホームページ

SNS

80%

6%

2%

45.8%

把握しているβ

※元年度区民アンケートにおいて「思う」
「どちらかといえば思う」と回答した区民の
割合



令和３年度 都島区運営方針 (様式2)めざす成果及び戦略

具体的取組4-1-1 区民の意見やニーズの把握

計画(取組内容) 中間振り返り 年度末(取組実績)

①区政会議
・全体会議 3回
・専門部会 適宜

②区民アンケート 2回

③広聴・各種相談事業の実施
通年

④区出前講座の実施 通年

①全体会議 3
回(うち1回は書

面にて意見聴

取),部会各1回
②2回
③通年(91回)
④通年(19回)

プロセス(過程)指標
＜取組によりめざす指標＞

中間振り返り 達成状況

区民アンケートにおいて、自分の
意見を区に伝える方法を知ってい
ると回答した区民の割合44%以上

【撤退・再構築基準】25％未満

具体的取組4-1-2 広報の強化

計画(取組内容) 中間振り返り 年度末(取組実績)

①広報誌の発行(20ページ建て)
全戸配付 12回

②ホームページへの情報掲載
通年

③SNSによる即時性をいかした情
報発信 通年 ①12回

②③通年

プロセス(過程)指標
＜取組によりめざす指標＞

中間振り返り 達成状況

区民アンケートにおいて、区役所から
の情報（イベントやお知らせなど）を
入手できていると感じると回答した区
民の割合 41％以上（※）

【撤退・再構築基準】30％未満

前年度までの実績

2年度実績
Å広報誌の全戸配付 4～3月
Åホームページ情報掲載（通年）
ÅSNS情報掲載（通年）

前年度までの実績

2年度実績
Å区政会議 全体会議 2回、専門部会 各1回（計3回）
Å地域担当制の実施 通年
Å広聴・各種相談事業の実施 通年（68回）
Å区出前講座の実施 通年（13回）
Å区出前講座「区長と話そう！」の実施１回

戦略に対する取組の有効性 課題と改善策

中
間

未測定 ー

年
度
末

有効 －

戦略に対する取組の有効性 課題と改善策

中
間

未測定 ー

年
度
末

有効 －

元決算額 1,272千円 2予算額 1,654千円 3予算額 1,921千円

取り組むこと

幅広い区民の方々から区政運営の意見・評価を頂くため区政会議を
開催する。また、多様な区民の意見やニーズを把握するため、区民
アンケートを実施する。

元決算額 15,545千円 2予算額 21,882千円 3予算額 22,183千円

取り組むこと

広報誌を全戸配付し、区民にわかりやすい情報を提供する。また、
ホームページやSNS等を活用して、行政情報をはじめ、地域活動の
様子をタイムリーに発信する。

4-1 区民の声が区政に反映される仕組みづくり
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戦略＜中期的な取組の方向性＞
戦略の

進捗状況

Å施策・事業の方向性に対する意見や、成果における評価を
得られるよう、区民が参画できる取組を行う。
Åすべての区民に行政サービスや地域活動の様子をわかりや
すく提供するとともに、読み手視点に立った情報をタイム
リーに発信する。

順調

アウトカム(成果)指標＜めざす状態を数値化した指標＞ 前年度 今年度
個別
評価

全体
評価

区民アンケートにおいて、区役所が、さまざまな機会
を通じて区民の意見やニーズを把握していると感じる
と回答した区民の割合 5年度までに70％以上

40% 44% 順調

順調区民アンケートにおいて、区のさまざまな取組(施策・
事業・イベントなど)に関する情報が、区役所から届い
ていると感じると回答した区民の割合 5年度までに
70％以上

41%
45
％

順調

戦略のアウト
カムに対する

有効性
課題

有効であり、
継続して推
進

ー

今後の対応方向

ー

めざす状態
＜概ね３～５年間を念頭に設定＞

Å区民の意見やニーズ
を的確に把握し、関
係局等と連携するな
ど、市政の総合拠点
としての役割を担い
つつ、施策・事業を
展開できている状態
Å区民に、区政運営等
の情報を届け、理解
が得られている状態

取組は予定
どおり進捗

取組は予定
どおり進捗

未測定
未測定

取組は予定
どおり実施

取組は予定
どおり実施

目標達成
（51.4%）

目標達成
（45.4%）

※前年度の区民アンケート結果から41%とするところ、誤って81%と記載していたため修正



令和３年度 都島区運営方針 (様式2)めざす成果及び戦略

4-2 区民が満足・納得できる区役所運営

具体的取組4-2-1 区民サービスの向上

計画(取組内容) 中間振り返り 年度末(取組実績)

①接遇研修 1回
(高齢者や障がいのある方など、
配慮が必要な方へのユニバーサ
ル・サービスを含む)

②庁舎の環境整備等 通年

①1回（接遇
マニュアル等
による自己研
修）
②通年

プロセス(過程)指標
＜取組によりめざす指標＞

中間振り返り 達成状況

接遇能力の向上や接遇に対する職
員意識が高まったと思う職員の割
合80％
【撤退・再構築基準】50%未満

未測定

具体的取組4-2-2 効果的・効率的な業務運営

計画(取組内容) 中間振り返り 年度末(取組実績)

①5S活動、標準化の実施 通年

②ペーパーレス化の推進 通年

①②通年

プロセス(過程)指標
＜取組によりめざす指標＞

中間振り返り 達成状況

業務改善件数 5件

【撤退・再構築基準】3件以下

前年度までの実績

2年度実績
Åスケジューラー活用の周知（4月）
Å庁内PCを活用したペーパーレス会議の実施
Å職員会議等のWEB化
Åチームスを活用した、チャット等による職員間の情報連携

前年度までの実績

2年度実績
Åキッズ・スペースの運営
Å庁舎の飾りつけ
Å区役所庁舎３階トイレの改修
Åコンプライアンス研修（係長級以下全職員）

戦略に対する取組の有効性 課題と改善策

中
間

有効 ー

年
度
末

未測定

コロナ禍により当初予定していた
外部講師による集合型接遇研修は
実施できなかった。次年度は、よ
り効果的な接遇研修を実施する。

戦略に対する取組の有効性 課題と改善策

中
間

有効 ー

年
度
末

有効 ー

元決算額 2,652千円 2予算額 32,536千円 3予算額 3,033千円

取り組むこと

「来庁者等に対する窓口サービス」の民間事業者の調査結果を取り
入れ窓口サービス改善につなげるとともに、結果を活用して、外部
講師による接遇研修を実施し、職員のスキル向上を図るとともに、
快適な環境づくりを行う。

元決算額 - 千円 2予算額 - 千円 3予算額 - 千円

取り組むこと

他区の先進事例を調査しながら、ICTの活用による業務効率化など
組織的な業務プロセスの改善に取り組む。
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戦略＜中期的な取組の方向性＞
戦略の

進捗状況

Å区民の皆さまが快適で利用しやすい区役所となるよう、庁
舎案内の改善や窓口での応対の向上を図るとともに、来庁
者の声を適切に把握し改善につなげる。
Å区役所業務の運営について、業務プロセスの改善・事務の
集約化など効率化に務め、成果を情報発信していく。

順調

めざす状態
＜概ね３～５年間を念頭に設定＞

Å区役所来庁者等に対
する窓口サービスを
向上させ、24区中
トップレベルのサー
ビスを実現している
状態
Å区役所の業務が効果
的・効率的に運営さ
れるよう様々な取組
が進められており、
その取組が評価され
ている状態

戦略のアウト
カムに対する

有効性
課題

有効であり、
継続して推
進

ー

今後の対応方向

ー

アウトカム(成果)指標＜めざす状態を数値化した指標＞ 前年度 今年度
個別
評価

全体
評価

「区役所来庁者等に対するサービスの格付け結
果」において、5年度までにすべての調査対象窓
口（全５）の評価点3.5点以上

3.5点
以上
窓口
等

3/5

3.5点
以上
窓口
等

１/5

順調
でな
い

順調
でな
い

取組は予定
どおり進捗

目標達成見込

取組は予定
どおり進捗

目標達成見込

取組は予定
どおり実施

目標達成
（5件）

取組は予定
どおり実施


